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研
究
発
表
要
旨

織
豊
期
の
キ
リ
ス
ト
教
用
語

新
　
谷
　
光
　
二

　
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
は
1
5
3
4
1
1
5
9
8
で
あ

り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日
は
1
5
4
9
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
用
語
を
知
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
日

本
語
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
辞
典
（
1
6
0
3
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本

イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
デ
レ
（
司
祭
、
神
父
）
達
に
よ
っ
て
長
崎
コ

レ
ジ
オ
〈
学
林
〉
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る

B
本
語
辞
典
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
邦
訳
日
葡
辞
書
（
1
9
8
0
）

と
し
て
岩
波
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
（
以
下
日
葡
と
記
す
）
。

　
キ
リ
ス
ト
教
用
語
は
こ
の
時
代
ラ
テ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が

用
い
ら
れ
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
の
ご
と
く
片
仮
名
醤

葉
が
用
い
ら
れ
た
。
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
は
仏
教
や
神
道
を
ゼ
ン
チ
ョ

（
異
教
徒
）
の
業
と
し
て
排
斥
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
宗
教
用
語
で
一
般
化
さ
れ
た
も
の
は
イ
ゲ
レ
ジ
ャ
（
教
会
）
で

も
用
い
ら
れ
た
。
勿
論
イ
ゲ
レ
ジ
ャ
独
特
の
語
彙
も
生
ま
れ
た
。

　
カ
ミ
（
神
）
は
日
本
の
ゼ
ン
チ
ョ
が
尊
崇
す
る
も
の
だ
と
し
て

キ
リ
シ
タ
ン
は
デ
ウ
ス
を
用
い
た
。
一
方
で
、
日
本
語
で
は
テ
ン

ト
ウ
（
天
道
）
を
用
い
る
の
が
普
通
に
な
っ
た
。
日
葡
で
は
日
本

人
一
般
に
は
天
道
は
天
の
道
以
外
の
意
味
は
な
い
と
さ
れ
る
。
ま

た
テ
ン
ソ
ン
（
天
尊
）
テ
ン
テ
イ
（
天
帝
）
が
デ
ウ
ス
の
意
味
で

用
い
ら
れ
、
文
章
用
語
と
し
て
は
テ
ン
シ
ュ
　
（
天
主
）
を
使
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
テ
ン
（
天
）
は
広
く
デ
ウ
ス
に
連
な
る
意
味
を

持
ち
、
テ
ン
カ
ン
ワ
タ
ク
シ
ナ
シ
（
天
鑑
私
無
し
）
は
ゼ
ウ
ス
は

人
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
な
く
公
正
に
総
て
を
ご
覧
に
な
る
と
い
う

意
味
と
し
て
、
テ
ン
メ
イ
ヲ
ソ
ム
ク
（
天
命
を
背
く
）
は
デ
ウ
ス

の
戒
め
を
破
る
意
味
で
用
い
ら
れ
た
。
勿
論
天
及
び
天
を
含
む
語

彙
は
中
国
語
の
借
用
で
あ
る
。
創
造
主
は
ゴ
サ
ク
シ
ャ
（
御
作
者
）

と
し
、
イ
ゲ
レ
ジ
ャ
独
特
の
語
と
し
て
い
る
。
ツ
ク
リ
ヌ
シ
（
造

り
主
）
の
語
彙
は
あ
げ
て
い
な
い
。

　
日
葡
は
日
本
人
が
救
霊
の
こ
と
を
こ
い
ね
が
う
イ
ド
ロ
（
偶
像
）

と
し
て
ホ
ト
ケ
（
佛
・
釈
迦
）
に
は
注
織
す
る
が
、
ミ
コ
ト
（
尊
）

に
は
意
を
用
い
な
い
。

　
因
み
に
印
欧
比
較
言
語
学
で
は
N
窪
。
。
（
O
①
器
）
は
輝
き
、
天
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空
に
語
源
を
持
ち
、
O
o
α
は
呼
び
出
す
、
す
な
わ
ち
祈
り
に
語
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

を
持
つ
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
比
較
言
語
学
（
拙
論
を
も
っ
て
噛
矢
と

す
る
）
で
は
カ
ミ
は
死
者
の
霊
の
語
源
を
も
ち
、
万
葉
集
で
は
虎

と
い
う
カ
ミ
と
か
、
大
口
の
マ
カ
ミ
（
狼
）
と
か
人
間
に
害
を
与

え
る
存
在
と
し
て
も
現
れ
る
。

　
イ
ノ
り
（
祈
り
）
も
B
葡
で
は
イ
ド
ロ
の
祈
祷
と
し
、
祈
祷
や

呪
術
を
も
っ
て
呪
う
意
味
と
す
る
。
信
仰
と
敬
慶
の
念
で
行
う
祈

祷
は
キ
ネ
ン
（
祈
念
）
で
あ
る
と
す
る
。
更
に
ト
ナ
エ
（
唱
え
）

を
今
B
の
祈
り
と
し
て
い
る
。
ク
ル
ス
ノ
モ
ン
ヲ
ト
ナ
ユ
ル
（
ク

ル
ス
の
文
を
唱
ゆ
る
）
は
十
字
を
き
る
こ
と
を
、
コ
ン
タ
ナ
ド
ヲ

ト
ナ
ユ
ル
［
コ
ン
タ
（
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
）
等
．
を
唱
ゆ
る
］
は
天

使
祝
詞
等
を
唱
え
た
数
を
珠
に
よ
っ
て
数
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
な
教
理
の
～
つ
で
あ
る
ア
イ
（
愛
）
を
日

葡
で
は
見
出
し
語
と
し
て
お
ら
ず
、
コ
イ
（
恋
）
も
よ
こ
し
ま
な

慕
情
と
し
キ
リ
シ
タ
ン
の
宗
教
的
立
場
か
ら
肉
欲
の
禁
を
説
い
て

い
る
。
今
日
の
ア
イ
（
愛
）
一
般
は
タ
イ
セ
ツ
（
大
切
）
を
当
て

て
い
て
興
味
深
い
。
タ
イ
セ
ツ
ニ
モ
ユ
ル
（
大
切
に
燃
ゆ
る
）
、

タ
イ
セ
ツ
ヲ
ツ
ク
ス
（
大
切
を
尽
く
す
）
等
の
用
例
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
オ
ボ
シ
メ
ス
（
思
し
召
す
）
を
愛
す
る
意
味
と
し
、
ゼ

ン
ニ
ン
タ
チ
ハ
セ
カ
イ
ヲ
デ
ウ
ス
ニ
オ
ボ
シ
メ
シ
降
給
ラ
レ
タ

（
善
人
た
ち
は
世
界
を
デ
ウ
ス
に
思
し
召
し
換
え
ら
れ
た
）
の
文

例
を
あ
げ
、
サ
ン
ト
ス
（
聖
人
）
た
ち
は
現
量
よ
り
も
デ
ウ
ス
を

愛
さ
れ
た
と
い
う
意
味
だ
と
し
て
い
る
。
一
方
前
述
の
如
く
儒
教

の
教
え
で
あ
る
ジ
ン
（
仁
）
に
理
解
を
よ
せ
、
自
ら
を
忘
れ
、
他

を
愛
し
て
、
危
う
き
を
救
い
、
極
ま
れ
る
を
助
け
、
総
て
物
に
情

を
先
と
し
、
事
に
触
れ
て
憐
れ
み
の
心
の
有
る
こ
と
と
解
説
し
て

い
る
。
こ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
の
愛
に
通
じ
る
。
ま
た
仏
教
胴
語
で
も

あ
る
ジ
ヒ
（
慈
悲
）
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
（
慈

悲
）
に
当
て
ジ
ヒ
ヤ
（
慈
悲
家
）
は
修
道
院
付
属
の
救
護
所
を
ジ

ヒ
バ
コ
（
慈
悲
箱
）
は
献
金
箱
の
意
で
あ
る
と
見
え
る
。
献
金
の

仕
方
に
触
れ
て
、
慈
悲
箱
に
金
を
撒
き
入
れ
る
と
あ
り
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
イ
ゲ
レ
ジ
ャ
に
寄
付
を
す
る
こ
と
は
キ
シ
ン
（
寄
進
）

と
呼
び
、
そ
れ
を
ホ
ウ
モ
ツ
（
捧
物
）
と
も
い
う
。
イ
ド
ロ
に
対

し
て
は
奉
加
で
あ
り
、
馬
銭
な
ど
は
ぜ
ン
チ
ョ
の
言
葉
と
さ
れ
て

い
る
。

　
日
葡
は
教
義
を
テ
キ
デ
ン
（
的
伝
〉
と
よ
び
、
ア
ポ
ス
ト
ロ

（
使
徒
）
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
か
ら
受
け
た
教
え
、
キ
リ
シ
タ
ン
が

ア
ポ
ス
ト
ロ
か
ら
授
け
ら
れ
た
教
え
と
説
明
し
て
い
る
。
罪
の
赦
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し
は
今
日
岡
様
ス
ク
イ
（
救
い
）
で
あ
り
ユ
ウ
メ
ン
（
宥
免
）
も

見
え
る
。
イ
ゲ
レ
ジ
ャ
の
イ
ン
ダ
ル
ゲ
ン
シ
ャ
（
瞭
宥
）
の
よ
う

な
誰
に
で
も
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
特
別
の
大
き
な
赦
免
を

ヒ
ジ
ョ
ウ
ノ
タ
イ
シ
ャ
（
非
常
の
大
赦
）
と
呼
ぶ
と
し
て
い
る
。

　
パ
ラ
イ
ゾ
（
天
国
）
は
ゴ
ク
ラ
ク
（
極
楽
V
と
い
い
、
ゴ
シ
ョ

ウ
ゼ
ン
シ
ョ
（
後
生
善
所
）
と
い
っ
て
死
後
の
住
処
と
し
、
パ
ラ

イ
ゾ
の
歓
喜
を
ジ
ョ
ウ
ラ
ク
ガ
ジ
ョ
ウ
（
常
楽
我
浄
）
と
す
る
な

ど
仏
教
用
語
の
一
般
的
な
も
の
が
借
用
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

　
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
（
地
獄
）
は
ジ
ゴ
ク
（
地
獄
）
、
ナ
イ
リ
（
泥

黎
）
と
呼
ん
だ
。
ク
ワ
ウ
セ
ン
（
黄
泉
）
は
ぜ
ン
チ
ョ
の
考
え
て

い
る
地
下
に
あ
る
死
ん
だ
者
の
魂
の
行
き
つ
く
所
だ
と
さ
れ
る
。

　
カ
ミ
（
神
）
を
め
ぐ
る
討
論
で
、
天
主
は
天
の
主
で
あ
る
と
し

た
が
、
日
本
語
に
つ
い
て
は
雷
語
学
（
狭
義
に
は
語
源
学
）
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
神
の
意
味
（
語
源
）
も
確
か
で
は
な

い
こ
と
、
私
見
と
し
て
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
［
注
］

（
1
）
新
谷
光
二
著
「
唇
の
謎
恋
の
懸
け
橋
」
共
同
文
化
社
（
札

　
　
　
幌
）
1
9
9
6
な
ど
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